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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動車両用投光装置の照明装置（１）であって、
　該照明装置（１）は、
・少なくとも１つのレーザ装置（２ａ）と、光変換要素を有する少なくとも１つの発光面
（２ｂ）とを含む第１光源装置（２）、
・第１光源装置（２）に後置された光成形装置（３）、
・第１焦点（ｆ１）を有する第１反射器（４、４’）及び第２焦点（ｆ２）を有する第２
反射器（５、５’）、但し、第１及び第２反射器（４、４’、５、５’）は１つの光学シ
ステムを形成する、
・第２反射器（５、５’）の反射面に対し外部側において第２反射器（５、５’）に配さ
れた付加的な第２光源装置（６）、但し、第２反射器（５、５’）には、第２光源装置（
６）から放射された光が第２反射器（５、５’）によって反射された光線と実質的に同じ
方向に出射されるよう、切欠部が形成されている、及び、
・第２反射器（５、５’）の射出開口部に位置付けられた、第１及び第２光源装置（２、
６）の共通の投射に使用するための終端ディスク（８）
　を含み、
　第１光源装置（２）から放出された光は、光成形装置（３）を介し、光放射方向に関し
第１光源装置（２）に対し対向配置された第１反射器（４、４’）に指向され、
　第１反射器（４、４’）は、光線を第１焦点（ｆ１）において集束して、第２反射器（
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５、５’）へ偏向し、
　第２反射器（５、５’）は、第１反射器（４、４’）の第１焦点（ｆ１）が第２反射器
（５、５’）の第２焦点（ｆ２）と実質的に一致し、かつ、第２反射器（５、５’）によ
って反射された光線が、所望の射出方向、有利には走行方向へ、終端ディスク（８）を貫
通通過して、定義された光分布の形で出射されるよう、構成されかつ第１反射器（４、４
’）に対して配置されており、
　第２光源装置（６）は、第１光源装置（２）とは異なる放射特性を有する付加的な放射
光（Lichtabgabe）を、第２反射器（５、５’）の切欠部及び終端ディスク（８）を貫通
通過して、所望の射出方向へ出射する、
　照明装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の照明装置（１）において、
　少なくとも１つの第２光源装置（６）は、第１光源装置（２）の光が第１反射器（４、
４’）によって実質的に偏向投射されない第２反射器（５、５’）の領域に配置されてい
る、
　照明装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の照明装置（１）において、
　第２光源装置（６）は、少なくとも１つの光源（６ａ）を含む、
　照明装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の照明装置（１）において、
　第２光源装置（６）の少なくとも１つの光源（６ａ）は、ＬＥＤ光源として構成されて
いる、
　照明装置。
【請求項５】
　請求項１～４の何れかに記載の照明装置（１）において、
　第１反射器（４、４’）は、第１焦点（ｆ１）及び第１仮想焦点（ｆ３）を有するハイ
パボリック型反射器（４）として構成されている、
　照明装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の照明装置（１）において、
　光成形装置（３）は、第１光源装置（２）の光が光線として第１反射器（４）の第１仮
想焦点（ｆ３）に集中されるよう、構成されている、
　照明装置。
【請求項７】
　請求項１～４の何れかに記載の照明装置（１）において、
　第１反射器（４、４’）は、第１焦点（ｆ１）を有するパラボリック型反射器（４’）
として構成されている、
　照明装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の照明装置（１）において、
　光成形装置（３）はコリメータ（３）として構成されており、該コリメータ（３）は第
１光源装置（２）の光線を平行光線として第１反射器（４’）に投射する、
　照明装置。
【請求項９】
　請求項１～８の何れかに記載の照明装置（１）において、
　第２反射器（５、５’）は、第２焦点（ｆ２）を有するパラボリック型反射器（５’）
として構成されている、
　照明装置。
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【請求項１０】
　請求項１～８の何れかに記載の照明装置（１）において、
　第２反射器（５、５’）は、第２焦点（ｆ２）及び第２仮想焦点（ｆ４）を有するハイ
パボリック型反射器（５）として構成されている、
　照明装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の照明装置（１）において、
　第２光源装置（６）の少なくとも１つの光源（６ａ）は、第２反射器（５）の第２仮想
焦点（ｆ４）に配置されている、
　照明装置。
【請求項１２】
　請求項９に記載の照明装置（１）において、
　第２光源装置（６）は、ＴＩＲ（total internal reflection）光学構造体（６ｂ）を
含む、
　照明装置。
【請求項１３】
　請求項９又は１１に記載の照明装置（１）において、
　終端ディスク（８）は、平坦ないし平面的に構成されている、
　照明装置。
【請求項１４】
　請求項１～１３の何れかに記載の照明装置（１）において、
　第１反射器（４、４’）は、ＴＩＲ光学構造体の全反射面として構成されている、
　照明装置。
【請求項１５】
　請求項１～１４の何れかに記載の照明装置（１）において、
　第２反射器（５、５’）は、ＴＩＲ光学構造体の全反射面として構成されている、
　照明装置。
【請求項１６】
　請求項１～１５の何れかに記載の照明装置（１）において、
　第１反射器（４、４’）と第２反射器（５、５’）の間に、明暗ラインの変更ないし最
適化のために、光線絞り（７）が設けられている、
　照明装置。
【請求項１７】
　請求項１～１６の何れかに記載の照明装置（１）において、
　第１反射器（４、４’）は、アクティブ型及び／又はパッシブ型の安全システム（１０
）を有する、
　照明装置。
【請求項１８】
　請求項１～１７の何れかに記載の照明装置（１）において、
　第１及び第２反射器（４、４’、５、５’）から形成される光学システムは一体的に構
成されている、
　照明装置。
【請求項１９】
　請求項１２～１８の何れかに記載の照明装置（１）において、
　第１及び第２反射器（４、４’、５、５’）から形成される光学システム、第２光源装
置（６）のＴＩＲ光学構造体及び光成形装置（３）は一体的に構成されている、
　照明装置。
【請求項２０】
　請求項１～１９の何れかに記載の照明装置（１）において、
　終端ディスク（８）は、入射光線（複数）を水平方向及び／又は垂直方向において平行
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に整列するために、光を成形する投射光学系として構成されている１又は複数の光学的領
域を有する、
　照明装置。
【請求項２１】
　請求項２０に記載の照明装置（１）において、
　終端ディスク（８）は、完全に、１又は複数の光学的領域によって構成されている、
　照明装置。
【請求項２２】
　請求項１～２１の何れかに記載の照明装置（１）において、
　当該照明装置（１）は、光機能「遠方光（Fernlicht）」の生成のために使用可能であ
る、
　照明装置。
【請求項２３】
　請求項１～２２の何れかに記載の照明装置（１）において、
　当該照明装置（１）は、光機能「減光光（Abblendlicht）」の生成のために使用可能で
ある、
　照明装置。
【請求項２４】
　請求項１～２３の何れかに記載の照明装置（１）において、
　当該照明装置（１）は、光機能「霧用光（Nebellicht）」の生成のために使用可能であ
る、
　照明装置。
【請求項２５】
　請求項１～２４の何れかに記載の照明装置（１）において、
　当該照明装置（１）は、光機能「昼間走行用光（Tagfahrlicht）」の生成のために使用
可能である、
　照明装置。
【請求項２６】
　請求項１～２５の何れかに記載の照明装置（１）を１つ又は複数有する自動車両用投光
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車両用投光装置の照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　定義された光分布（配光パターン）を変更（変化ないし調整：Umsetzung）するための
反射型及び／又は屈折型要素及び光源の配置及び構造は、従来技術から既に多数知られて
いる。
【０００３】
　とりわけ、ＤＥ １０ ２００５ ０５４ ６６０ Ａ１は、光を放出する要素からの光線
束の利用率が改善かつ制御可能な装置を記載している。この装置では、そのために、乗物
発光装置が一次及び二次反射器を含む構造において一次反射器の反射面が特別な形状を備
えている。
【０００４】
　更に、特許公報ＵＳ７，２０７，７０５ Ｂ２は、第１及び第２反射器と、定義された
光分布（配光パターン）を達成しかつ光放出要素からの光線束の利用率を改善するために
光源の下方に配置される付加的な第３反射器とを有する乗物投光装置を記載している。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００５】
【特許文献１】ＤＥ １０ ２００５ ０５４ ６６０ Ａ１
【特許文献２】ＵＳ７，２０７，７０５ Ｂ２
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、全く一般的に、定義されたないし適応可能な光分布を乗物の前方に形成
するために、多くの機能（性）を備えることが望まれている。
【０００７】
　それゆえ、本発明の課題は、法令に適合する光分布（配光パターン）内において重なり
領域（複数）（Ueberlagerungsbereiche）の可変の形態生成可能性（Ausgestaltungsmoeg
lichkeit）を有する照明装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この課題は、本発明の照明装置によって解決される。この照明装置は、本発明に応じ、
・少なくとも１つのレーザ装置と、光変換要素を有する少なくとも１つの発光面とを含む
第１光源装置、
・第１光源装置に後置された光成形装置、
・第１焦点を有する第１反射器及び第２焦点を有する第２反射器、但し、第１及び第２反
射器は１つの光学システム（Optiksystem）を形成する、
・第２反射器の反射面に対し外部側において第２反射器に配された付加的な第２光源装置
、但し、第２反射器には、第２光源装置から放射された光が第２反射器によって反射され
た光線（複数）と実質的に同じ方向に出射されるよう、切欠部（Aussparung）が形成され
ている、及び、
・第２反射器の射出開口部に位置付けられた、第１及び第２光源装置の共通の投射に使用
するための終端ディスク
　を含む。
　第１光源装置から放出された光は、光成形装置を介し、光放射方向に関し第１光源装置
に対し対向配置された第１反射器に指向される。
　第１反射器は、光線（複数）を第１焦点において集束して、第２反射器へ偏向する。
　第２反射器は、第１反射器の第１焦点が第２反射器の第２焦点と実質的に一致し、かつ
、第２反射器によって反射された光線（複数）が、所望の射出方向、有利には走行方向へ
、終端ディスクを貫通通過して、定義された光分布（配光パターン）の形で出射されるよ
う、構成されかつ第１反射器に対して配置（配向）されている。
　第２光源装置は、第１光源装置とは異なる放射特性を有する付加的な放射光（Lichtabg
abe）を、第２反射器の切欠部及び終端ディスクを貫通通過して、前記所望の射出方向へ
出射する。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　法令に適合する光分布は、実質的に第１光源装置によって形成される中央領域と、実質
的に第２光源装置によって形成される周縁領域とから構成されている。第２光源装置の構
造（配置）ないし可変的なスイッチオン（（その光の）追加的結合：Zuschaltung）によ
って、法令適合的な光分布の周縁領域を形成することができる。
【００１０】
　レーザ装置ないしレーザ光源の使用の利点は、それに伴う大きな光密度（ないし輝度：
Leuchtdichte）であり、これにより、大きな照明強度を有するスポットがもたらされる。
この場合、生成された光分布に任意的にスイッチオンされる（（その光が）追加的に結合
される：zugeschaltet）ことが可能な付加的光源は、所望の大きな光束（ないし光線束：
Lichtstrom）を生成するのに寄与する。
【００１１】
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　有利には、少なくとも１つの第２光源装置は、第１光源装置の光が第１反射器によって
実質的に偏向投射されない第２反射器の領域に配置されている。かくして、使用されてい
ない反射面ないし光放射面を可能な光（照明）機能のために、しかも照明装置の構造サイ
ズが殆ど同じままで（大型化することなく）、使用することができる。
【００１２】
　第２光源装置のための上述の選択された位置によって、第２光源装置の放射光が第１又
は第２反射器における偏向ないし反射プロセスを経ることなく終端ディスクを貫通通過し
て出射されることが保証される。
【００１３】
　第２光源装置は少なくとも１つの光源を含むことも可能である。
【００１４】
　更に、第２光源装置の少なくとも１つの光源はＬＥＤ光源として構成されていると好都
合である。
【００１５】
　そのようなＬＥＤ光源は、これは１又は複数の発光ダイオード（ＬＥＤ）を含むが、現
代の乗物用投光装置（ないし前照灯）における使用が増大しており、また、大きな光束（
ないし光線束）の生成を達成すると同時に、その際、照明強度（エネルギ）の増大は小さ
い。この場合、標準ＬＥＤ及び大電流（Hochstrom）ＬＥＤが使用可能である。
【００１６】
　第１反射器は、第１焦点及び第１仮想焦点（虚焦点）を有するハイパボリック型（hype
rbolisch）反射器として構成されていると有利である。
【００１７】
　有利には、光成形装置は、第１光源装置の光が光線（複数）として第１反射器の第１仮
想焦点に集中（収束）されるよう、構成されている。
【００１８】
　一実施形態では、第１反射器は、第１焦点を有するパラボリック型反射器として構成さ
れている。
【００１９】
　この場合、光成形装置はコリメータとして構成されており、該コリメータは第１光源装
置の光線（複数）を平行光線として第１反射器に投射すると有利である。
【００２０】
　更なる一実施形態では、第２反射器は、第２焦点を有するパラボリック型反射器として
構成されている。
【００２１】
　更に、第２反射器は、第２焦点及び第２仮想焦点を有するハイパボリック型反射器とし
て構成されることが可能である。但し、該第２仮想焦点は、夫々存在する他の全ての焦点
と共通の軸上に位置してはならない、換言すれば、存在する全ての焦点は共通の軸上に位
置してはならない。
【００２２】
　第２光源装置の少なくとも１つの光源は、第２反射器の第２仮想焦点に配置されている
と有利である。
【００２３】
　第２光源装置は、ＴＩＲ（total internal reflection：内部全反射型）光学構造体（O
ptikkoerper）を含むことが可能である。
【００２４】
　終端ディスクは、平坦ないし平面的に構成されていると好都合である。
【００２５】
　第１反射器は、ＴＩＲ光学構造体（Optik）の全反射面（totalreflektierende Flaeche
）として構成されていると同様に有利であり得る。
【００２６】
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　有利には、第２反射器は、ＴＩＲ光学構造体（Optik）の全反射面として構成されてい
る。
【００２７】
　更に、第１反射器と第２反射器の間に、明暗ライン（明暗境界線：Hell/Dunkel-Linie
）の変更（Umsetzung）ないし最適化のために、光線絞り部材（Strahlenblende）が設け
られていると好都合である。
【００２８】
　本発明の実用的な一発展形態では、第１反射器は、、例えばレーザ光線に関する、アク
ティブ型及び／又はパッシブ型の安全システムを有する。
【００２９】
　好都合な一実施形態では、第１及び第２反射器から形成される光学システム（Optiksys
tem）は一体的に構成されていることが可能である。
【００３０】
　更に、第１及び第２反射器から形成される光学システム（Optiksystem）、第２光源装
置のＴＩＲ光学構造体及び光成形装置は一体的に構成されていることが可能である。
【００３１】
　有利には、終端ディスクは、入射光線（複数）を水平方向及び／又は垂直方向において
平行に整列するために、光を成形する投射光学系として構成されている１又は複数の光学
的領域を有する。
【００３２】
　勿論、全ての入射光線がこれらの光学的領域の１つに対し平行に整列されるのではなく
、実質的に夫々の光学的領域の焦点から当該光学的領域に入射する光線（複数）が平行に
整列されることは明らかである。
【００３３】
　好都合な一実施形態では、終端ディスクは、完全に（全体的に）、１又は複数の光学的
領域によって構成されており、前記光学システム（Optiksystem）と一体的に構成可能で
ある。
【００３４】
　本照明装置は、光（照明）機能「遠方光（ないしハイビーム：Fernlicht）」の生成の
ために使用可能に構成可能である。この場合、本照明装置は、この光機能「遠方光」では
、本照明装置が乗物に組込まれた状態において当該乗物の前方に法令の要求に適合する遠
方光分布を生成する光分布（配光パターン）を生成する。
【００３５】
　有利な一変形形態では、本照明装置は、光（照明）機能「減光光（近域光ないしロービ
ーム：Abblendlicht）」の生成のために使用可能である。この場合、本照明装置は、この
光機能「減光光」では、本照明装置が乗物に組込まれた状態において当該乗物の前方に法
令の要求に適合する減光光分布を生成する光分布（配光パターン）を生成する。
【００３６】
　更に、本照明装置は、光（照明）機能「霧用光（霧中走行用光ないしフォグビーム：Ne
bellicht）」の生成のために使用可能に構成可能である。この場合、本照明装置は、この
光機能「霧用光」では、本照明装置が乗物に組込まれた状態において当該乗物の前方に法
令の要求に適合する霧用光分布を生成する光分布（配光パターン）を生成する。
【００３７】
　更に、本照明装置は、光（照明）機能「昼間走行用光（Tagfahrlicht）」の生成のため
に使用可能であると好都合であり得る。この場合、本照明装置は、この光機能「昼間走行
用光」では、本照明装置が乗物に組込まれた状態において当該乗物の前方に法令の要求に
適合する昼間走行用光分布を生成する光分布（配光パターン）を生成する。
【００３８】
　以下において、本発明は図面を参照して詳細に説明される。
【図面の簡単な説明】
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【００３９】
【図１】例示的一実施形態の断面図。
【図２】本発明の更なる一例の断面図。
【図３】更なる例示的一実施形態の断面図。
【図４】更なる可能な一例の断面図。
【図５】更なる例示的一実施形態の側面図。
【図６】光線絞りの一例を備えた図５の例示的一実施形態の断面図。
【実施例】
【００４０】
　図１には、第１光源装置２を有する照明装置１の本発明に応じた一実施形態が示されて
いる。この第１光源装置２は、レーザ装置２ａ及び光変換要素２ｂを備えて構成されてい
る。
【００４１】
　レーザ装置は一般的にコヒーレントでモノクロマチックな（単色の）光ないし狭い波長
領域の光を放射するが、自動車両用投光装置（前照灯等）の場合一般的に放射光について
は白色混合光が好まれるないし法律上規定されているため、レーザ装置２ａの放射方向に
、実質的にモノクロマチックな光を白色ないしポリクロマチックな（多色の）光に変換す
るためのいわゆる光変換要素２ｂが配置されている。ここで、「白色光」とは、人間に対
し「白（色）」の色印象を持たせるようなスペクトル組成を有する光として理解される。
この光変換要素２ｂは、例えば、１又は複数のフォトルミネセンスコンバータないしフォ
トルミネセンス要素の形で構成され、レーザ装置２ａの入射するレーザビームは一般的に
フォトルミネセンス着色物質を有する光変換要素２ｂに当射し、このフォトルミネセンス
着色物質をフォトルミネセンスのために励起し、そして、レーザ装置２ａから入射する光
とは異なる波長ないし波長領域の光が放出される。この場合、光変換要素２ｂの放射光（
Lichtabgabe）は、実質的にランベルト放射体（Lambert’schen Strahler）の特性を有す
る。
【００４２】
　光変換要素２ｂに関しては、反射型変換要素と透過型変換要素との間には相違がある。
【００４３】
　この場合、「反射型」及び「透過型」という概念は、変換された白色光の青色成分に関
するものである。透過型構造の場合、コンバータボリュームないし変換要素を貫通通過し
た後の青色光成分の主伝播方向は、出発レーザビームの伝播方向と実質的に同じ方向に方
向付けられている。反射型構造の場合、レーザビームは、変換要素によって生成可能な（
zurechenbar）境界面において反射ないし偏向され、その結果、青色光成分は、一般的に
青色レーザビームとして生成されるレーザビームとは異なる伝播方向を有する。
【００４４】
　本発明は原理的に透過型変換要素にも反射型変換要素にも適合的であるが、例示的図面
には、透過型光変換要素２ｂが示されている。
【００４５】
　第１光源装置２の放射方向において、第１光源装置２には光成形装置３が後置（下流側
に配置）されており、そのため、光変換要素の放射光は、放射方向において第１光源装置
２に対向配置された第１反射器４、４’の仮想焦点（虚焦点）に集中（収束）される。第
１反射器は、図１に示した例ではハイパボリック型反射器４としてないしＴＩＲ光学構造
体の全反射面として構成されている。ハイパボリック型反射器の利点は、光線集束及び構
造空間縮小（装置の小型化）の向上が可能であることにある。第１反射器４、４’によっ
て反射された光は、第１反射器４、４’の第１焦点ｆ１において（一旦）集束されて第２
反射器５、５’へ偏向（指向）される。第２反射器５、５’は、第１反射器４、４’の第
１焦点ｆ１と第２反射器５、５’の第２焦点ｆ２が実質的に一致するよう構成されかつ第
１反射器４、４’に対し配置（配向）されている。第２反射器５、５’は、図１に示した
実施例では、パラボリック型反射器５’としてないしＴＩＲ光学構造体の全反射面として
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構成されている。第１反射器４、４’によって反射された光線（複数）は、第２反射器５
、５’によって、実質的に平行光線（複数）として、終端ディスク８（これは第２反射器
５’がパラボリック型として構成される場合平坦ないし平面的に構成可能である）を貫通
通過し、定義された光分布（配光パターン）の形で所望の射出方向に出射される。なお、
図１には例示的な光線路（複数）が記載されている。本発明は特定のタイプの自動車両用
投光装置に限定されておらず、とりわけ、自動車両用霧（霧中走行）用投光装置、自動車
両用進路表示用投光装置、昼間走行用光投光装置、シグナル（信号）装置、自動車両用テ
ールランプ及び／又は、遠方光及び／又は減光光のための自動車両用ヘッドランプに対し
並びにこれらにおける所定の発光ユニットに対し適用可能である。かくて、所望の出射方
向は、本発明が適用される自動車両用投光装置のその都度の使用領域（状況）に依存する
。なお、（適用）可能な自動車両用投光装置については列記し尽くされていない（上記の
ものに限定されない）。
【００４６】
　減光された光分布のための明暗ライン（明暗境界線：Hell/Dunkel-Linie）の変更（Ums
etzung）ないし最適化のために、第１反射器４、４’と第２反射器５、５’の間に光線絞
り（Strahlenblende）７が設けられている。光線絞り（部材）７は、図１及び図６に模式
的に示されており、焦点付近に位置付けられている。
【００４７】
　第１反射器４、４’及び第２反射器５、５’の相互の（所定の）位置関係の結果、光線
絞り７ないし第１及び第２焦点ｆ１、ｆ２に近い領域に、第１光源装置２の光線（複数）
が第１反射器４、４’によって導かれることのない第２反射器５、５’の実質的に光学的
に使用されない部分が生じる。この領域では、少なくとも１つのＬＥＤ光源６ａを有する
ＴＩＲ光学構造体６ｂとして構成されている第２光源装置６の出射開口部が、当該光源装
置のために設けられた第２反射器５、５’の切欠部（Aussparung）に配置されている。こ
の第２光源装置６は、第１光源装置２とは異なる放射特性を有する付加的放射光を所望の
射出方向に出射する。
【００４８】
　この場合、第２光源装置６から放射された光は、偏向されることなく、第２反射器５、
５’によって反射された光線（複数）と実質的に同じ方向へ出射されることができる。
【００４９】
　第２光源装置６のためにはＬＥＤ光源以外に、第１光源装置とは異なる放射特性を有す
る他の光源も使用可能である。このために、補完的光分布を生成するための、（例えば伝
統的なフリーフォームリフレクタの形での）ビーム（光）成形要素が後置された伝統的な
ハロゲンランプ又はＨＩＤ気体放電ランプが使用可能であろう。尤も、大電流（Hochstro
m）ＬＥＤ光源の使用は、光出射面が小さいにも拘らず光の流れ（光量ないし光束：Licht
strom）が大きいという利点を提供する。
【００５０】
　第１反射器４、４’における光線束の反射領域において、例えば図６に示されているよ
うに、パッシブ型安全システム１０として、擾乱体（Stoerungen）を設けることができる
。この擾乱体は、エラーが生じた場合にレーザ装置２ａのレーザビームの漏出を阻止又は
低減するものであり、例えば表面の構造化、段差又は穴（凹部）として構成される。これ
と同じ領域は、アクティブ型安全システムの配設ためにも使用可能である。第１反射器４
、４’により、とりわけ該反射器がハイパボリック型反射器４としてないしＴＩＲ光学構
造体の全反射面として構成される場合、第１反射器４の第１仮想焦点ｆ３への光線（複数
）の集束が強制的に行われ、かつ、第１反射器４における光線（複数）の反射領域は直接
的には光学系全体の光射出領域に位置付けられていないため、安全システム１０の必要な
擾乱構造体は小型に留めることができる。
【００５１】
　レーザ安全コンセプトの更なる可能性ないし拡張としては、例えばいわゆる「ビームト
ラップ（Strahlungsfallen）」がある。これは、レーザ光吸収層として、第１反射器４、
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４’の反射面に外側で付着され、光変換要素２ｂに機能障害ないし損傷が発生した場合、
白色混合光を透過し、レーザ光を吸収する。
【００５２】
　レーザ安全コンセプトの更なる一例としては、安全に関連する位置（複数）に配置され
る光センサ（複数）がある。これは、（これらの位置における）レーザ装置２ａから放出
される光のその都度の光強度及びこれらの位置における光変換要素２ｂから放出される光
の（その都度の）光強度と、エラーのない運転状態において測定され記憶された夫々のビ
ームタイプの基準強度とを比較するものであり、予め設定された許容偏差が超過された場
合、レーザ装置２ａは自動的にスイッチオフされる。
【００５３】
　図２に示したような更なる例示的一実施形態では、第１反射器４、４’はパラボリック
型反射器４’としてないしＴＩＲ光学構造体の全反射面として構成可能であり、第２反射
器５、５’はパラボリック型反射器５’としてないしＴＩＲ光学構造体の全反射面として
構成されている。基本的な構造は、図１に示し上述した例のものと実質的に同一である。
【００５４】
　図３には、上記の構造タイプの反射器の更なる別の組み合わせの一例が示されている。
この場合、第１反射器４、４’はハイパボリック型反射器４としてないしＴＩＲ光学構造
体の全反射面として構成され、第２反射器５、５’は第２仮想焦点ｆ４を有するハイパボ
リック型反射器５としてないしＴＩＲ光学構造体の全反射面として構成されている。第２
仮想焦点ｆ４を用いた例示的光線路（複数）も図３に示されている。この場合、基本的構
造は上記の各例と実質的に等価であるが、一般的には、存在する焦点ｆ１、ｆ２、ｆ３、
ｆ４のすべてが共通の軸上に存在してはならない。終端ディスク８は、第２反射器５がハ
イパボリック型に構成される場合、定義された光分布（配光パターン）を生成するために
、レンズないし投影レンズとして構成される。この場合、終端ディスク８は、入射する光
線（複数）を水平方向及び／又は垂直方向において平行に整列するために、投影光学系と
して構成されている１又は複数の異なる領域を有することができる。
【００５５】
　至極一般的には、終端ディスク８は、平行光線ないし平行光線束が射出され、それによ
って法令に適合する光分布（配光パターン）が生成されるよう、入射する光線（複数）な
いし光線束を成形する（formen）という目的を有するということができる。このことは、
第２光源装置６にも妥当し得る。なぜなら、第２光源装置６のＴＩＲ光学構造体は光線（
複数）を限定的な程度でのみ平行に整列するからである。この場合、終端ディスク８は、
第２光源装置６の光線が入射する領域にも同様に、光線（複数）を平行に整列するないし
成形するために、構成される。尤も、第２光源装置６の光源６ａが終端ディスク８の焦点
ないし焦面（焦平面）にないし終端ディスク８の夫々の光学的領域に配置されることは不
可欠ではなく、実質的にＴＩＲ光学構造体６ｂの放出面がそのように配置される。この場
合、第２光源装置６の光線（複数）が実質的に入射する終端ディスク８の当該領域の焦点
ないし焦面が意図されている。
【００５６】
　更なる可能な一例が図４に示されている。この例では、第１反射器４、４’はパラボリ
ック型反射器４’としてないしＴＩＲ光学構造体の全反射面として構成されており、第２
反射器５、５’はハイパボリック型反射器５としてないしＴＩＲ光学構造体の全反射面と
して構成されている。第２仮想焦点ｆ４を用いた例示的光線路（複数）が図４にも示され
ており、基本的構造は上記の各例のものと実質的に等価である。
【００５７】
　また、両反射器４、４’、５、５’の一方のみがＴＩＲ光学構造体の全反射面として構
成されておりかつ他方はそのように構成されていない構造も可能である。
【００５８】
　例示的一実施形態において、本発明は、光（照明）機能「遠方光（ないしハイビーム：
Fernlicht）」の生成のために使用可能に構成可能である。この場合、照明装置１は、こ
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方に法令の要求に適合する遠方光分布を生成する光分布（配光パターン）を生成する。こ
のために、第２光源装置６（の放射光）はスイッチオン可能な（追加的に結合可能な：zu
schaltbar）遠方光として機能することができる。
【００５９】
　更なる一変形形態において、本照明装置１は、光（照明）機能「減光光（ないしロービ
ーム：Abblendlicht）」の生成のために使用可能である。この場合、照明装置は、この光
機能「減光光」では、照明装置１が乗物に組込まれた状態において当該乗物の前方に法令
の要求に適合する減光光分布を生成する光分布（配光パターン）を生成する。
【００６０】
　更なる一例において、本照明装置１は、光（照明）機能「霧用光（霧中走行用光ないし
フォグビーム：Nebellicht）」の生成のために使用可能である。この場合、照明装置１は
、この光機能「霧用光」では、照明装置１が乗物に組込まれた状態において当該乗物の前
方に法令の要求に適合する霧用光分布又は悪天候用光分布を生成する光分布（配光パター
ン）を生成する。
【００６１】
　更なる一形態において、本照明装置１は、光（照明）機能「昼間走行用光（Tagfahrlic
ht）」の生成のために使用可能である。この場合、照明装置１は、この光機能「昼間走行
用光」では、照明装置１が乗物に組込まれた状態において当該乗物の前方に法令の要求に
適合する昼間走行用光分布を生成する光分布（配光パターン）を生成する。
【００６２】
　上に列記した光（照明）機能ないし光分布（配光パターン）は最終的なものではない（
これらに限定されない）。即ち、本照明装置は、これらの光機能の任意の組み合わせも生
成可能であり及び／又は１つの部分光分布のみを、即ち例えば遠方光分布、減光光分布、
霧用光分布又は昼間走行用光分布の一部のみを生成する（ことが可能である）。
【符号の説明】
【００６３】
１　　　照明装置
２　　　第１光源装置
２ａ　　レーザ装置
２ｂ　　光変換要素
３　　　光成形装置
４　　　第１反射器（ハイパボリック型）
４’　　第１反射器（パラボリック型）
５　　　第２反射器（ハイパボリック型）
５’　　第２反射器（パラボリック型）
６　　　第２光源装置
６ａ　　ＬＥＤ光源
６ｂ　　ＴＩＲ光学構造体
７　　　光線絞り（部材）
８　　　終端ディスク
１０　　安全システム
ｆ１　　第１焦点
ｆ２　　第２焦点
ｆ３　　第１仮想焦点
ｆ４　　第２仮想焦点
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